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タケノコ栽培における獣害被害の大半はイノシシによる食害と言われています。
タケノコは、翌春の発筍に向けて８月から地中で肥大成長が始まり、その時期からイノシ

シによるタケノコ食害が始まるためにその間の対策が必要です。
イノシシは、鋭い嗅覚をもつものの、餌を探す場合はまずは視覚により識別するものと言

われています。そこで、視覚を遮る方法として、簡易資材（遮光ネット）を用いた侵入防止
柵についてまとめてみましたので、興味のある方は実践してみてはどうでしょうか。

遮光ネットを用いたイノシシ侵入防止柵（左：遮光率50～55% 右：遮光率90～95%）

（獣害対策の手引き）



まずは、イノシシのことを知ろう

出典：「鳥獣被害対策の手引き」（宮崎県）



イノシシは、見かけによらず臆病（行動に慎重）な動物といわれています。人の目に触れ
ないように藪や茂みの中を移動するので、そのような場所をつくらないようにしましょう。

荒れ果てた竹林（生産林周辺）

タケノコ生産林とその他竹林の間に緩衝帯をつくります。

約２ｍ



項目 規格 単価※ 数量 単位 金額 備考

電気柵本体 パワーボックス（SXS) 49,800 1 台 49,800

電気柵用アース棒 基本アース棒 3,580 1 台 3,580

電柵用支柱

○イノポールセットA1
イノポール

(20mm*920mm)
フリーガイシ(2ヶ)

540 42 セット 22,680140m÷4m*1.2(2割増)=42本

電線（電気柵用） PS線 16 336 ｍ 5,376140m*2段*1.2=336m(2割増)

計 81,436ｍ当たり 582円

項目 規格 単価※ 数量 単位 金額 備考

有刺鉄線（2段） TUW-16-100 又釘込み 7,778 3.4 巻 26,445140m*2*1.2=336本(2割増)

杭木 1.5m*80mm 440 28 本 12,3205mピッチ

計 38,765ｍ当たり 277円

２．有刺鉄線柵（２段）

一般的に使用されている電気柵のほか２種類の防止柵について効果の検証を行ってみまし
た。

１．電気柵（柵線２段）

３．遮光ネット柵（遮光率70-75％）

結果、価格面では有刺鉄線柵＜遮光ネット柵＜電気柵でしたが、防止効果は電気柵及び遮
光ネットはありましたがが、有刺鉄線柵ではみられませんでした。

電気柵（柵内被害：無） 有刺鉄線柵（柵内被害：有） 遮光ネット柵（柵内被害：無）

規格 単価※ 数量 単位 金額 備考

遮光ネット
1.0m*50m)

遮光率(70%-75%) 8,330 3.4 巻 28,322140m*1.2=168m(2割増)

ケーブルタイ（耐
候性）

8.0mm*450mm 39 68 本 2,652140m/5*2*1.2=336本(2割増)

杭木 1.5m✕80mm 440 10 本 4,400補強用

スチール針金 14番手 TYW-20 40m巻 1,499 4.2 巻 6,296140m*1.2=168m(2割増)

くろまるくん L=300mm 42 336 本 14,112140m*2*1.2=336本(2割増)

蝶型パンチ 寒冷紗と針金を結束する 34 336 ｍ 11,424140m*2*1.2=336本(2割増)

計 67,206ｍ当たり 480円

※すべての資材単価は、Ｈ３１度価格



侵入防止効果が期待できる遮光ネット柵の遮光率の違いによる効果の検証を行ってみまし
た。

３．遮光ネット柵Ｃ（遮光率90-95％）

結果、遮光ネット価格は遮光率が低いほど安価であるものの、すべてで被害はなく遮光率
の違いによる差はみられなかった。

（遮光率：50-55%）

規格 単価 数量 単位 金額 備考

遮光ネット
（1.0m*50m)

遮光率(50%-55%) 7,704 3.4 巻 26,194140m*1.2=168m(2割増)

ケーブルタイ（耐
候性）

8.0mm*450mm 39 68 本 2,652140m/5*2*1.2=336本(2割増)

杭木 1.5m✕80mm 440 10 本 4,400補強用

スチール針金 14番手 TYW-20 40m巻 1,499 4.2 巻 6,296140m*1.2=168m(2割増)

くろまるくん L=300mm 42 336 本 14,112140m*2*1.2=336本(2割増)

蝶型パンチ 寒冷紗と針金を結束する 34 336 個 11,424140m*2*1.2=336本(2割増)

計 65,078ｍ当たり 465円

規格 単価 数量 単位 金額 備考

遮光ネット
（1.0m*50m)

遮光率(70%-75%) 8,330 3.4 巻 28,322140m*1.2=168m(2割増)

ケーブルタイ（耐
候性）

8.0mm*450mm 39 68 本 2,652140m/5*2*1.2=336本(2割増)

杭木 1.5m✕80mm 440 10 本 4,400補強用

スチール針金 14番手 TYW-20 40m巻 1,499 4.2 巻 6,296140m*1.2=168m(2割増)

くろまるくん L=300mm 42 336 本 14,112140m*2*1.2=336本(2割増)

蝶型パンチ 寒冷紗と針金を結束する 34 336 個 11,424140m*2*1.2=336本(2割増)

計 67,206ｍ当たり 480円

規格 単価 数量 単位 金額 備考

遮光ネット
（1.0m*50m)

遮光率(90%-95%) 20,750 3.4 巻 70,550140m*1.2=168m(2割増)

ケーブルタイ（耐
候性）

8.0mm*450mm 39 68 本 2,652140m/5*2*1.2=336本(2割増)

杭木 1.5m✕80mm 440 10 本 4,400補強用

スチール針金 14番手 TYW-20 40m巻 1,499 4.2 巻 6,296140m*1.2=168m(2割増)

くろまるくん L=300mm 42 336 本 14,112140m*2*1.2=336本(2割増)

蝶型パンチ 寒冷紗と針金を結束する 34 336 個 11,424140m*2*1.2=336本(2割増)

計 109,434ｍ当たり 782円

２．遮光ネット柵Ｂ（遮光率70-75％）

１．遮光ネット柵Ａ（遮光率50-55％）

（遮光率：70-75%） （遮光率：90-95%）

遮光ネットによるイノシシ侵入防止効果は十分にあることが判明し
た。
また、遮光率の違いによる差もなかったことから、より安価な遮光率

の低い遮光ネットを活用することでさらなるコスト縮減も期待できます。



１．設置範囲を決定
２．張る区間が長い場合は杭木を追加

（できるだけ立竹を利用する）

５．止め外し可能なケーブルタイで固定４．針金を設置高（60cm）で張る

９．張り具合を調整８．ネット地際をくろまるくんで固定７．ネットと針金を蝶型パンチで固定

１０．完成

６．ネットを廻す

３．高さ60cmに印付け



適正な管理を行ってこそ効果的な防除ができます。遮光ネット設置後は以下
のことに注意しましょう。

１．伐竹・整理伐作業、搬出作業時は、ケーブルタイを緩めてネットを下ろしてから作業
しましょう。（左下写真）

４．針金が緩んだ時は、張り直しましょう。

３．発生したタケノコが遮光ネットを傷つけないように注意しましょう。
（タケノコ発生時に取り除く）

２．除草・草払い時にネットを刈払い機等の刃で傷つけないようにしましょう。（右上写真）



タケノコを獣害から守るためには

１．竹林すべてを守ることは難しい
タケノコは、親竹が発生している竹林全般に発生します。まず、

生産する上で最適（平地・緩傾斜地）、最良の場所（良質タケノ
コが発生する場所等）を優先的に守りましょう。

２．防護柵は、２重３重に対策することで効果が発揮できます。
（例：竹林周辺は、整理伐した竹材を利用した柵を設置する）

３．タケノコは、８月頃から地中で肥大生長が始まるので、その時
期からの対策が重要になってきます。

４．イノシシの近づきにくい環境をつくるようにしましょう。

５．鳥獣被害対策は、地道に根気強く取り組むことが大事です。

宮崎県林業技術センター 森林資源開発部
〒883-1101 東臼杵郡美郷町西郷田代１５６１－１

電話：０９８５－４４－１８１６
FAX：０９８２－６６－２８８８
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